
二
九﹇　

﹈

一
八
世
紀
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
中
流
域
世
界
に
お
け
る
異
人
の
イ
メ
ー
ジ

1

一
八
世
紀
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
中
流
域
世
界
に
お
け
る

　
　

異
人
の
イ
メ
ー
ジ

伊　

東　

利　

勝

は
じ
め
に

王
国
時
代
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央
平
原
地
域
、
と
り
わ
け
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
川
や
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
川
沿
い
の
町
や
村
に
建
設
さ
れ
た
窟

院
（ 1
）
や
経
蔵
、
戒
壇
に
は
、
内
部
に
壁
画
を
も
つ
も
の
が
少
な
く
な
い
（
図
1
）（ 2
）。
漆
喰
で
塗
り
固
め
ら
れ
た
天
井
や
壁
が
何
層

に
も
区
切
ら
れ
、
極
彩
色
の
顔
料
で
、
釈
尊
の
世
界
観
や
教
え
が
視
覚
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
横
長
の
絵
巻
物
風
に
、
下
に
詞
書
が
添

え
ら
れ
た
。
大
半
は
天
井
に
近
い
方
か
ら
、過
去
二
十
八
仏
、仏
伝
（
釈
尊
の
生
涯
）、そ
し
て
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
本
生
譚
）
と
な
っ
て
い
る
。

パ
ガ
ン
時
代
（
一
〇
四
四
〜
一
二
八
七
年
）
の
も
の
は
時
の
経
過
も
あ
っ
て
、
く
す
ん
だ
色
合
い
で
あ
る
が
、
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
時
代

（
一
五
九
七
〜
一
七
五
二
年
）
後
期
や
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
（
一
七
五
二
〜
一
八
八
五
年
）
の
そ
れ
は
、
朱
や
碧
、
靑
な
ど
を
使
い
、
目
に
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も
鮮
や
か
な
も
の
が
多
い
。

パ
ガ
ン
時
代
に
は
四
角
い
枠
の
中
に
、
全
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
象
徴

的
な
場
面
が
一
枚
い
ち
ま
い
描
か
れ
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、
碁

盤
の
目
の
中
に
人
物
や
動
物
が
お
さ
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
ニ
ャ
ン
ウ
ヤ
ン
後
期
や
コ
ン
バ
ウ
ン
前
期
に
な
る
と
、
南

伝
系
全
五
百
四
十
七
話
の
う
ち
、
主
と
し
て
最
後
の
十
話
が
中
心

と
な
る
。
し
か
も
布
施
太
子
前
生
物
語
（
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
太
子

本
生
）
や
大
ト
ン
ネ
ル
前
生
物
語
（
マ
ホ
ー
サ
ダ
本
生
）
な
ど
が

好
ん
で
選
ば
れ
た
。
場
面
が
樹
木
や
雲
の
形
で
区
切
ら
れ
、
一
つ

の
話
し
が
何
層
に
も
わ
た
る
場
合
も
あ
る
。

壁
画
の
中
に
は
釈
尊
の
前
世
の
姿
で
あ
る
王
子
や
王
師
、
龍

な
ど
、
そ
れ
に
国
王
、
王
妃
、
バ
ラ
モ
ン
や
官
女
や
兵
士
、
庶
民
、

象
や
牛
な
ど
の
動
物
が
登
場
す
る
。
衣
服
、
装
飾
品
、
髪
型
、

家
具
、
馬
車
、
牛
車
、
建
築
様
式
、
農
作
業
、
搾
乳
、
銃
や
大

砲
（ 3
）、
弓
な
ど
の
武
器
、
鎧
、
楽
器
、
演
奏
風
景
な
ど
と
も
に
、

絵
師
の
好
み
で
男
女
の
し
ぐ
さ
な
ど
も
描
か
れ
た
。
こ
れ
ら
は

前
近
代
の
宗
教
画
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
﹇
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

図 1　「101の人種」図関連壁画所在地
（地形画像は google earth より）
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2000:47-49

﹈、
い
わ
ゆ
る
時
代
考
証
な
ど
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

一
八
世
紀
は
じ
め
の
壁
画
に
み
ら
れ
る
人
物
の
多
く
が
、パ
ガ
ン
時
代
に
は
顔
の
輪
郭
が
円
形
で
、目
が
鋭
く
吊
り
上
が
り
気
味
で
あ
っ

た
の
に
反
し
、
顔
は
「
男
性
が
丸
み
を
帯
び
た
横
長
の
方
形
、
女
性
は
丸
味
を
帯
び
た
逆
三
角
形
」
で
、
目
は
二
重
瞼
で
「
ぱ
っ
ち
り
と

大
き
く
愛
ら
し
い
」。
ま
た
丸
味
を
帯
び
た
鼻
、
分
厚
い
唇
な
ど
に
特
徴
が
あ
る
﹇
大
野1976a

﹈。
そ
し
て
耳
た
ぶ
に
は
円
錐
（
扇
型
）、

も
し
く
は
円
形
の
耳
飾
り
を
は
め
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
に
な
る
と
、「
男
女
共
顔
の
輪
郭
が
縦
の
楕
円
形
」
に
な
り
、

鼻
梁
が
く
っ
き
り
と
し
、
円
錐
の
耳
飾
り
も
あ
ま
り
み
ら
れ
な
く
な
り
、
容
姿
全
体
が
よ
り
写
実
に
近
づ
く
﹇
大
野1976b

﹈。

さ
ら
に
そ
の
中
に
衣
装
や
顔
つ
き
か
ら
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
や
ア
ラ
ブ
系
ム
ス
リ
ム
な
ど
、
と
し
て
識
別
さ
れ
る
も
の
が
現
れ
る
。

エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
中
流
域
世
界
と
周
辺
と
の
交
流
は
、
交
易
や
戦
役
な
ど
を
通
し
て
当
然
存
在
し
、
明
ら
か
に
言
語
や
風
俗
習
慣
の
異

な
る
人
た
ち
が
、
存
在
し
て
い
た
。
当
時
、
資
源
の
最
た
る
も
の
は
人
間
で
、
周
辺
諸
国
と
の
抗
争
や
侵
略
戦
争
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た

捕
虜
に
は
、
土
地
を
あ
た
え
騎
馬
隊
や
銃
兵
や
砲
兵
隊
な
ど
の
ア
フ
ム
ダ
ー
ン
（
王
務
員
）
と
し
て
王
室
の
支
配
下
に
組
み
込
ん
で
い
た

か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
一
七
世
紀
以
後
は
、
西
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
設
立
さ
れ
た
、
い
く
つ
か
の
東
イ
ン
ド
会
社
や
修
道
会
の
活
動
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
イ
ン
ド
以
「
西
か
ら
の
人
」（ 4
）
の
流
入
が
い
っ
き
ょ
に
進
む
。

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の
均
質
な
人
種
の
な
か
に
、「
西
か
ら
の
人
」
が
入
っ
て
き
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
人
の
移
動
を
促
す
、
交
易

や
戦
役
、
災
害
は
超
歴
史
的
に
発
生
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
は
流
動
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
一
七
世
紀
的
状
況
の
新

し
さ
は
、
全
く
異
な
る
状
況
、
つ
ま
り
「
交
易
の
時
代
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
や
ア
ラ
ブ
系
の
人
々
が
入
っ
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
だ
い
た
い
同
じ
場
所
に
成
立
し
た
権
力
に
、
継
続
的
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
「
ビ

ル
マ
語
世
界
」
と
周
辺
の
山
地
や
、
せ
い
ぜ
い
そ
の
向
こ
う
と
の
交
流
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
変
化
を
も
考
慮
し
つ
つ
、
本
稿
で
は
壁
画
に
描
か
れ
た
、
異
人
像
（ 5
）
を
手
掛
か
り
に
、
当
時
の
人
種
観
に
せ
ま
っ
て
み

た
い
。
こ
の
世
界
の
壁
画
に
現
れ
た
異
人
に
関
し
て
、
こ
れ
を
集
中
的
に
と
り
あ
げ
、
そ
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
研
究
は
、

ミ
ャ
・
チ
ャ
イ
ン
が
、
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
に
描
か
れ
た
「
百
一
の
人
種
」
図
を
紹
介
し
、
そ
の
政
治
的
背
景
に
つ

い
て
言
及
し
た
も
の
﹇M

ya K
yaing 1979:33

﹈
以
外
、こ
れ
ま
で
な
い
。
多
く
が
パ
ガ
ン
時
代
か
ら
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
に
か
け
て
、エ
ー

ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
流
域
地
方
に
残
さ
れ
た
窟
院
等
の
壁
画
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
画
風
に
お
け
る
そ
の
時
代
的
特
徴
を
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
（ 6
）。
た
だ
、
主
と
し
て
ポ
ー
・
ウ
ィ
ン
・
ダ
ウ
ン
窟
院
群
に
み
ら
れ
る
壁
画
の
紹
介
と
解
説
で
あ
る 

﹇Chew
 2005

﹈ ﹇M
unier 

2007

﹈
に
は
、「
外
国
人
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
描
か
れ
る
に
い
た
っ
た
時
代
背
景
に
つ
い
て
の
説
明
も
若
干
み
ら
れ
る
。

壁
画
の
中
の
人
物
像
は
、
大
野
や
グ
リ
ー
ン
の
研
究
に
よ
っ
て
時
代
ご
と
、
階
級
ご
と
に
違
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
上
述
の
ご
と
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
や
ア
ラ
ブ
系
ム
ス
リ
ム
は
、
ほ
ぼ
一
八
世
紀

に
な
っ
て
現
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
る
種
類
の
人
物
像
が
描
か
れ
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。
現
在
の
我
わ
れ
の
目
か

ら
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
別
人
種
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

先
に
筆
者
は
、
王
国
体
制
下
に
あ
っ
て
、
人
種
名
は
習
慣
や
言
語
に
基
づ
く
性
質
と
い
う
よ
り
、
主
と
し
て
地
域
や
仏
典
の
情
報
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
一
九
世
紀
初
期
の
段
階
に
あ
っ
て
も
統
一
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
こ
れ
と
の
関
連
で
「
百
一

の
人
種
」
と
い
う
用
語
に
示
さ
れ
た
人
種
概
念
は
、
住
民
の
性
質
区
分
を
示
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
王
権
を
正
統
化
す
る
装
置
を
構
成

す
る
う
え
で
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
﹇
伊
東2014

﹈。
さ
い
わ
い
壁
画
の
中
に
は
、こ
れ
ら
「
百
一
の
人
種
」
を
描
い
た
も
の
が
、

シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
以
外
に
も
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
当
時
、「
人
種lu-

m
you

」
と
い
う
言
葉
が
、
い
か
な
る
現
実
を
出
現
さ
せ
て
い
た
か
が
示
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
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と
に
よ
り
、当
時
の
人
々
が
人
種
に
つ
い
て
、現
在
の
我
わ
れ
が
有
す
る
「
民
族
」
と
同
様
も
し
く
は
、そ
の
原
型
に
あ
た
る
も
の
を
持
っ

て
い
た
か
ど
う
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一　
「
百
一
の
人
種
」
の
表
象

「
百
一
の
人
種
」
が
描
か
れ
た
窟
院
は
、
筆
者
が
知
り
う
る
も
の
と
し
て
、
四
基
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
基
は
か
な
り
完
全
に

近
い
が
、
他
の
三
基
は
剥
落
が
激
し
く
、
そ
の
一
部
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
他
、
百
一
の
人
種
名
が
詞
書
に
列
挙
さ
れ
、
絵
に
も
そ

れ
ら
し
き
人
物
像
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
人
種
に
あ
た
る
の
か
不
明
の
も
の
が
一
基
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
表
象
の
比
較
に
向

け
て
、
不
完
全
で
も
人
種
名
が
特
定
で
き
る
壁
画
を
有
す
る
窟
院
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

（
一
）　

シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
（
窟
院
）

パ
ッ
コ
ク
ー
の
市
街
地
か
ら
北
へ
、
パ
カ
ン
ヂ
ー
に
向
か
う
道
路
を
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
み
、
こ
れ
を
右
に
折
れ
て
エ
ー
ヤ
ー

ワ
デ
ィ
ー
川
河
岸
へ
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
む
と
シ
ン
ヂ
ョ
ー
村
に
着
く
。
入
口
か
ら
み
て
い
ち
ば
ん
奥
、
氾
濫
原
の
へ
り
右
側
に
、
ポ
ウ

ン
・
ド
ー
・
ヂ
ー
・
テ
ィ
ン
・
フ
ム
・
ル
ン
・
ピ
ン
ニ
ャ
ー
・
イ
ェ
寺
が
あ
り
、
こ
の
境
内
北
東
隅
に
、
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・

パ
ヤ
ー
が
あ
る
。
河
岸
段
丘
の
上
に
あ
る
の
で
、
二
〇
一
五
年
八
月
の
洪
水
で
も
、
か
ろ
う
じ
て
浸
水
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
様
式
の
窟
院
で
、
東
に
入
口
を
も
ち
、
正
面
に
は
降
魔
成
道
像
（
触
地
印
仏
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
入
る
と
内
部
に
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向
か
っ
て
段
階
的
に
広
が
り
、
天
井
は
切
妻
風
の
構

造
を
も
つ
。
内
壁
は
全
面
極
彩
色
の
壁
画
で
お
お
わ

れ
、
一
番
上
の
層
は
ぐ
る
り
と
過
去
二
十
八
仏
が
描

か
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
五
層
に

わ
た
っ
て
続
く
。
最
下
層
は
、
汚
損
を
隠
す
た
め
か

石
灰
が
塗
ら
れ
、
原
画
を
判
断
で
き
な
い
。

仏
像
に
向
か
っ
て
右
側
壁
面
（
北
面
と
東
面
北
側

部
分
）
は
、
ジ
ャ
ー
タ
カ
第
五
百
四
十
七
番
布
施
太

子
前
生
物
語
（
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
太
子
本
生
）、
左

側
（
南
面
と
東
面
南
側
部
分
）
は
第
五
百
四
十
六
番

大
ト
ン
ネ
ル
前
生
物
語
（
マ
ホ
ー
サ
ダ
本
生
）、正
面
、仏
像
の
両
脇
は
、第
五
百
四
十
番
サ
ー
マ
前
生
物
語
（
ト
ゥ
ウ
ン
ナ
サ
ー
マ
本
生
）、

そ
れ
に
第
五
百
四
十
一
番
ニ
ミ
王
前
生
物
語
が
、
そ
れ
ぞ
れ
左
か
ら
右
に
向
か
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
ご
く
一
般
的
な

一
八
世
紀
の
窟
院
と
い
っ
て
よ
い
。

問
題
の
「
百
一
の
人
種
」
図
は
、
入
口
左
右
の
、
段
階
的
に
開
け
る
側
壁
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
本
尊
に
合
掌
礼
拝
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
（
図
2
）。
入
口
か
ら
順
に
、
四
層
、
三
層
、
七
層
に
く
ぎ
り
、
左
側
の
四
層
は
そ
れ
ぞ
れ
三
名
、
次
の
三
層
は
上
か
ら
、
三
名
、

三
名
、
四
名
、
七
層
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
四
名
の
合
計
五
十
名
、
右
側
は
四
層
が
そ
れ
ぞ
れ
三
名
、
次
の
三
層
は
上
か
ら
、
三
名
、
四
名
、

四
名
、
七
層
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
四
名
の
合
計
五
十
一
名
、
総
計
百
一
名
が
確
認
で
き
る
。
各
人
の
下
に
、
墨
文
で
人
種
名
が
記
さ
れ
て
お

図 2　シン・ピン・プイン・ラン・パヤーの東
入口（内側より）
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り
、
そ
う
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
「
百
一
の
人
種
」
を
描
き
だ
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
最
下
層
は
い
ず
れ
も
、
剥
落
が
激
し
く

人
種
名
や
一
部
は
顔
か
た
ち
さ
え
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

個
々
の
人
種
は
、そ
れ
ぞ
れ
三
角
旗
や
花
枝
な
ど
を
も
ち
、衣
装
を
身
に
纏
っ

て
い
る
が
、
顔
か
た
ち
、
帽
子
や
髪
形
を
含
め
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の

は
な
い
（
図
3
）。
形
状
や
色
彩
に
お
い
て
、
百
一
種
す
べ
て
が
精
密
に
描
き

分
け
ら
れ
て
い
る
。
右
奥
七
層
部
分
の
一
番
上
、
四
名
の
最
前
列
に
「
ミ
ャ
ン

マ
ー
」
が
描
か
れ
、
そ
の
あ
と
に
「
タ
ラ
イ
ン
」、「
ケ
ー
テ
ィ
ー
」、「
ヨ
ー
ダ

ヤ
ー
」
と
続
く
の
で
（
図
8
）、
こ
こ
が
先
頭
部
分
か
も
し
れ
な
い
が
、
仏
像

に
対
し
て
最
前
列
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

右
側
手
前
四
層
部
分
の
上
方
に
、こ
の
壁
画
の
縁
起
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
優

婆
塞
マ
ウ
ン
・
テ
ッ
・
ク
ー
ン
、
優
婆
夷
イ
ン
・
ガ
ウ
ン
、〔
と
そ
の
〕
息
子
娘
、

願
わ
く
は
こ
の
功
徳
を
も
っ
て
、
あ
ま
ね
く
一
切
に
及
ぼ
し
、
我
ら
と
衆
生
と
、

皆
共
に
仏
道
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
」、
そ
の
下
に
一
層
お
い
て
「
シ
ン
・
ピ
ン
プ
イ
ン
ラ
ン
〔
の
〕
描
画
が
完
了
し
た
の
は
緬
暦
一
一
五
九

年
ピ
ャ
ー
ト
ー
月
黒
分
一
一
日
金
曜
日
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
壁
画
が
マ
ウ
ン
・
テ
ッ
・
ク
ー
ン
一
家
の
資
金
に
よ
り
、

一
七
九
八
年
一
月
一
二
日
に
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図 3　シン・ピン・プイン・ラン・パヤー人種図（部分）
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（
二
）　

ト
ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
（
窟
院
）

チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
川
が
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
川
に
合
流
す
る
手
前
の
右
岸
に
サ
ー
リ
ン
ヂ
ー
と
い
う
古
邑
が
あ
る
。
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
後

期
に
は
バ
ン
ヂ
ー
郡
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
町
の
第
三
地
区
、
住
宅
地
の
南
外
れ
に
、
い
ず
れ
も
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
時
代
に
属
す
る
モ
ン

ユ
ェ
仏
塔
群
が
あ
る
。
東
側
の
、
南
北
に
並
ぶ
三
基
の
一
番
南
に
位
置
す
る
窟
院

に
、「
百
一
の
人
種
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
も
、「
百
一
の
人
種
」
と
い
う
言

葉
は
な
い
が
、
顔
や
衣
装
な
ど
微
妙
に
描
き
分
け
ら
れ
た
個
々
の
人
物
像
に
、
そ

れ
ぞ
れ
人
種
の
名
前
が
付
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。

窟
院
の
構
造
は
、
北
、
東
、
南
に
入
口
を
も
ち
、
西
を
背
に
し
て
中
央
に
降
魔

成
道
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
東
か
ら
の
み
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
羨
道
お
よ
び
内
陣
の
壁
面
全
体
に
極
彩
色
の
壁
画
が
認
め
ら
れ
る
。

「
百
一
の
人
種
」
図
は
三
つ
の
羨
道
両
側
の
下
段
に
描
か
れ
、
そ
の
上
は
仏
陀
入

滅
後
の
物
語
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
「
百
一
の
人
種
」
が
描
か
れ
た
部
分
は
、
剥

落
や
損
傷
が
は
げ
し
く
、
人
種
図
や
そ
の
墨
文
に
い
た
っ
て
は
ほ
ん
の
一
部
し
か

判
読
で
き
な
い
。

内
陣
北
側
壁
面
は
、
上
段
が
過
去
二
十
八
仏
、
そ
の
下
に
布
施
太
子
前
生
物
語
、

さ
ら
に
そ
の
下
層
は
第
五
百
四
十
五
番
ヴ
ィ
ド
ゥ
ラ
賢
者
前
生
物
語
が
描
か
れ
て

い
る
。
南
面
は
剥
落
や
劣
化
に
よ
り
、
物
語
の
内
容
は
判
然
と
し
な
い
。
堂
内
に

図 4　トン・スー・タン・タウン・パヤーの「101の人種」図（部分）
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こ
の
窟
院
の
縁
起
等
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
壁
画
の
制
作
年
代

を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
人
物
の
特
徴
か
ら
み
て
、

ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
後
期
か
コ
ン
バ
ウ
ン
前
期
、
つ
ま
り
一
八
世
紀

半
ば
ご
ろ
の
も
の
と
考
え
よ
か
ろ
う
。

（
三
）　

ミ
ン
・
イ
ェ
・
パ
ヤ
ー
（
窟
院
）

ア
ミ
ン
村
、
か
つ
て
の
ア
ミ
ン
・
ミ
ョ
ウ
（
城
市
）
へ
は
、

モ
ン
ユ
ワ
市
か
ら
舟
で
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
川
を
二
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
下
っ
た
方
が
早
い
。
現
在
は
マ
ン
ダ
レ
ー
・
モ
ン
ユ

ワ
道
路
の
チ
ャ
ウ
ン
・
ウ
ー
町
か
ら
車
で
も
行
け
る
よ
う
に
な

り
、
観
光
客
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
村
の
南
寄
り
に

ミ
ン
・
イ
ェ
・
パ
ヤ
ー
と
総
称
さ
れ
る
仏
塔
群
が
あ
る
。
こ
の

境
内
に
あ
る
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
・
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
に
建
設
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
十
数
基
の
仏
塔
、
窟
院
、
戒
壇
の
う
ち
、
南

東
側
に
あ
る
窟
院
に
、「
百
一
の
人
種
」
図
を
偶
然
発
見
し
た
。

東
に
開
い
た
入
口
か
ら
入
っ
て
羨
道
前
部
の
両
側
、
上
層
右

壁
に
第
五
百
三
十
八
番
ム
ー
ガ
パ
ッ
カ
前
生
物
語
、
同
じ
く
左

図 5　ミン・イェ・パヤーの「101の人種」図　上段はムーガパッカ前生物語
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壁
に
第
五
百
四
十
四
番
マ
ハ
ー
ナ
ー
ラ
ダ
カ
ッ
サ
パ
前
生
物
語
が
描
か
れ
て
い
る
が
、そ
の
下
に
合
掌
礼
拝
図
が
あ
る
。
剥
落
が
ひ
ど
く
、

ほ
ん
の
数
点
し
か
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
の
構
図
か
ら
判
断
し
て
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
百
一
の
人
種
」
合
掌
礼
拝
図
の
一
部

で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
し
か
も
、
二
層
に
わ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
5
）。

こ
の
羨
道
の
壁
画
は
緑
を
基
調
に
し
て
い
る
が
、
内
陣
は
背
景
に
主
と
し
て
赤
が
用
い
ら
れ
、
別
々
の
絵
師
集
団
に
よ
っ
て
描
か
れ
た

よ
う
に
も
思
え
る
。
ま
た
縁
起
が
内
陣
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
剥
落
が
多
く
、
制
作
年
代
等
は
読
み
取
れ
な
い
。

か
つ
て
大
野
徹
は
、こ
の
仏
塔
群
に
あ
る
別
の
壁
画
を
調
査
し
て
い
る
（ 7
）。
本
窟
院
の
北
側
に
位
置
す
る
経
蔵
の
中
に
描
か
れ
た
「
本

生
譚
の
中
の
『
因
縁
物
語
』（
ニ
ダ
ー
ナ
・
カ
タ
ー
）」
は
、「
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
時
代
の
他
の
壁
画
と
の
間
に
類
似
性
を
示
す
が
、
こ
こ
の

壁
画
が
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
の
作
品
で
あ
る
」と
い
う
。
そ
れ
は
半
袖
の
貫
頭
衣
を
着
て
い
る
も
の
が
一
人
も
い
な
い
、〝
烏
帽
子
〞に
代
わ
っ

て
突
起
付
き
の
逆
さ
椀
型
帽
子
を
被
っ
て
い
る
、
女
官
た
ち
が
髪
を
梳
っ
て
後
ろ
に
垂
ら
す
か
襟
首
の
と
こ
ろ
で
髷
を
結
っ
て
い
る
、
背

景
の
岩
石
や
植
物
の
描
き
方
が
き
わ
め
て
写
実
的
、
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
﹇
大
野
徹1976b:453-454

﹈。

こ
の
判
断
に
基
づ
け
ば
、「
百
一
の
人
種
」
の
上
層
に
描
か
れ
た
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
は
、
半
袖
の
貫
頭
衣
、
髷
を
高
く
結
っ
た
女
官
、
背

景
の
様
式
的
樹
木
、
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
後
期
、
つ
ま
り
一
八
世
紀
中
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
顔
の
描
き
方

か
ら
し
て
も
、
コ
ン
バ
ウ
ン
期
と
す
る
ほ
ど
は
、
新
し
く
な
い
。
ト
ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
や
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・

ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
よ
り
古
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
四
）　

コ
ー
・
カ
ン
・
ヂ
ー
・
グ
ー
・
パ
ヤ
ー
（
戒
壇
）

植
民
地
時
代
に
市
と
し
て
発
展
し
た
ミ
ン
ブ
ー
の
北
部
第
四
地
区
、
や
や
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
川
寄
り
に
位
置
す
る
フ
マ
ン
ギ
ン
寺
院
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の
敷
地
内
に
あ
る
。
コ
ー
・
カ
ン
・
ヂ
ー
・
グ
ー
・
パ
ヤ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

建
物
の
様
式
か
ら
し
て
、
か
つ
て
は
戒
壇
と
し
て
も
使
わ
れ
、
僧
が
起
居
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
（
図
6
）。
正
面
入
口
を
は
い
る
と
、
奥
中
央
の
部
屋
は
上
段
が
過
去

二
十
八
仏
、
そ
の
下
に
、
仏
陀
の
生
涯
が
描
か
れ
て
い
る
。
茶
色
を
基
調
と
す
る
く

す
ん
だ
色
使
い
で
、
全
体
と
し
て
劣
化
が
進
み
、
未
完
成
の
部
分
も
あ
り
、
内
壁
に

描
か
れ
た
場
面
の
特
定
は
容
易
で
な
い
。

入
っ
て
す
ぐ
の
房
室
左
右
両
壁
、
上
段
の
た
ぶ
ん
第
五
百
三
十
九
番
マ
ハ
ー
ジ
ャ

ナ
カ
前
生
物
語
と
お
も
わ
れ
る
層
の
下
三
層
に
わ
た
っ
て
、「
百
一
の
人
種
」
が
描

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
剥
落
・
劣
化
し
、
人
物
と
人
種
名
が
判
読
で
き

る
も
の
は
、
十
点
に
も
満
た
な
い
。

こ
の
壁
画
が
い
つ
描
か
れ
た
の
は
不
明
で
あ
る
が
、
人
物
や
背
景
の
様
式
か
ら
コ

ン
バ
ウ
ン
中
期
以
降
の
作
品
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
顔
に
は
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
期
の
特
徴

は
ま
っ
た
く
な
く
、
岩
や
樹
木
が
中
国
の
南
画
風
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
筆
者
が
実
見
し
え
た
四
例
の
「
百
一
の
人
種
」
図
は
、
い
ず
れ
も
窟
院
の
入
口
付
近
に
あ
っ
て
、
内
陣
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏

陀
像
に
礼
拝
す
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
手
に
旗
や
花
枝
な
ど
を
持
ち
、
跪
き
合
掌
を
し
て
い
る
姿
に
違
い
は
な
い
。
時
代
は
だ
い
た
い

一
八
世
紀
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
と
判
断
さ
れ
る
が
、（
四
）
コ
ー
・
カ
ン
・
ヂ
ー
・
グ
ー
・
パ
ヤ
ー
は
、
一
九
世
紀
前
半
ま
で
下
る

図 6　コー・カン・ヂー・グー・パヤー（戒壇）
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か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
「
百
一
の
人
種
」
そ
れ

ぞ
れ
を
き
ち
ん
と
描
き
分
け
、
衣
服
や
髪
形
、
顔
つ

き
が
相
互
に
区
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
、
ま
っ
た
く
の
裸
形
は
な
く
、
腰
か

ら
下
は
き
ち
ん
と
衣
服
を
ま
と
い
、（
一
）
シ
ン
・
ピ
ン
・

プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
の
場
合
に
は
一
部
、
単
に
細
長
い
布
を
た
す
き
掛
け
に
し
た
も
の
や
、
た
だ
両
肩
に
か
け
た
だ
け
の
人
種
も
い

る
が
、（
二
）
ト
ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
の
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
例
は
な
い
。
た
だ
こ
の
仏
塔
の
図
は
、（
一
）
シ
ン
・

ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
や
（
三
）
ミ
ン
・
イ
ェ
・
パ
ヤ
ー
の
例
と
は
異
な
り
、
人
物
の
顔
が
動
物
に
近
い
も
の
も
あ
る
。

問
題
は
、
こ
れ
ら
「
百
一
の
人
種
」
が
実
見
に
基
づ
い
て
描
き
分
け
ら
れ
た
の
か
、
つ
ま
り
当
時
の
こ
れ
ら
人
種
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
、
こ
れ
を
表
現
し
た
も
の
か
、
と
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
一
）
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・

パ
ヤ
ー
に
描
か
れ
た
チ
ン
の
図
は
、
顔
に
入
れ
墨
を
し
て
お
り
（
図
7
）
あ
る
意
味
き
わ
め
て
リ
ア
ル
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
例
外
的
で
、

カ
レ
ン
や
モ
ン
な
ど
、
現
在
の
表
象
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。

そ
の
作
風
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
こ
れ
ら
四
か
所
の
人
種
図
は
、
別
々
の
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼

ら
が
国
王
お
抱
え
の
職
人
な
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
後
述
す
る
が
、
壁
画
の
施
主
が
、（
一
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
般
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
た
画
像
に
は
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
一
般
的
な
人
種
観

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
次
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
「
百
一
人
種
」
の
合
掌
礼
拝
図
が
、
窟
院

に
描
か
れ
た
か
考
え
て
み
よ
う
。

図 7　シン・ピン・プ
イン・ラン・パ
ヤーのチン人
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二　

仏
陀
詣
で

シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
に
「
百
一
の
人
種
」
が
描
か
れ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
詳
細
に
調
査
し
、「
百
一

の
人
種
」
と
い
う
論
考
を
、
一
九
七
九
年
に
『
ン
ゲ
タ
ー
リ
ー
』
と
い
う
文
芸
誌
に
発
表
し
た
ミ
ャ
・
チ
ャ
イ
ン
は
、

直
接
的
に
は
、
百
一
の
人
種
が
、
釈
尊
に
跪
拝
し
て
い
る
図
で
あ
る
と
い
え
る
。
間
接
的
な
意
味
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
領
国
の

津
々
浦
々
の
み
な
ら
ず
、
万
国
諸
邦
の
国
王
・
国
主
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
皇
帝
に
従
属
す
る
と
い
う
頌
徳
詩
の
一
節
に
由
来
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
諸
国
の
王
す
べ
て
が
傘
下
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。
出
自
に
対
す
る
誇
り
（zati-thw

ei-zati-

m
an

）
を
鼓
舞
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
﹇M

ya K
yaing 1979:33

﹈

と
い
う
。
こ
の
仏
塔
の
み
な
ら
ず
、「
百
一
の
人
種
」
が
壁
画
に
描
か
れ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
国

王
権
力
や
愛
国
心
と
の
関
係
で
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

彼
は
続
け
て
、
こ
の
壁
画
が
描
か
れ
た
当
時
、
コ
ン
バ
ウ
ン
王
国
を
支
配
し
て
い
た
バ
ド
ン
（
ボ
ー
ド
ー
パ
ヤ
ー
）
王
（
在
位

一
七
八
二
〜
一
八
一
九
年
）
の
御
威
光
を
讃
え
る
壁
画
で
あ
っ
た
と
み
て
誤
り
な
い
と
す
る
。
こ
の
王
は
、
そ
れ
ま
で
長
い
間
支
配
下
に

組
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ヤ
カ
イ
ン
王
国
を
領
域
に
組
み
込
ん
だ
。
の
み
な
ら
ず
中
国
、
ウ
ェ
ー
ダ
リ
ー
、
マ
ニ
プ
ー
ル
、
ス
リ

ラ
ン
カ
に
い
た
る
ま
で
、
影
響
力
を
及
ぼ
し
、
友
好
関
係
を
構
築
す
る
に
い
た
っ
た
。
中
国
の
日
東
王
で
あ
れ
、
ウ
ェ
ー
ダ
リ
ー
王
で
あ

れ
、
マ
ニ
プ
ー
ル
の
藩
侯
で
あ
れ
、
娘
を
献
上
し
て
き
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
王
は
、
尊
い
仏
舎
利
を
贈
っ
て
き
た
（ 8
）。
こ
う
し
た
好

機
を
と
ら
え
、
諸
国
の
王
を
支
配
下
に
お
さ
め
ん
と
す
る
動
き
を
斟
酌
し
て
、「
百
一
の
人
種
」
の
壁
画
で
間
接
的
に
権
威
を
讃
え
た
と

考
え
る
の
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
﹇ibid

﹈。
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た
し
か
に
、「
百
一
の
人
種
」
図
は
、
全
世
界
の
住
民
が
一
堂
の
も
と
に
会
す
る
姿
が
視
覚
的
に
表
現
さ
れ
、
見
る
者
に
対
し
、
自
ら

が
世
界
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
る
。
釈
尊
に
な
ぞ
ら
え
、
日
々
実
感
す
る
支
配
者
の
権
威
を
知
ら
し
め
る
と
い
う
と
い

う
意
味
で
、
言
葉
と
は
違
っ
て
、
絵
画
で
の
方
が
、
よ
り
直
接
的
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
絵
巻
物
に
し
た
ジ
ャ
ー
タ
カ
等
で
、
釈

尊
の
教
え
と
そ
の
偉
大
さ
を
讃
え
る
の
と
同
じ
効
果
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
が
時
の
国
王
の
威
光
と
、
国
力
の
強
さ
を
間
接
的
に

示
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

現
在
の
一
般
的
歴
史
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
コ
ン
バ
ウ
ン
王
国
そ
れ
も
バ
ド
ン
王
の
支
配
下
に
あ
っ
て
は
、
も
っ
と
も
国
力
が
伸
長
し
た
、

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
壁
画
が
完
成
す
る
時
点
で
バ
ド
ン
王
は
、
す
で
に
一
六
年
間
王
位
に
あ
り
、
そ
の
間
、
中
国
や
イ
ン
ド
征
服
を
視

野
に
い
れ
た
拡
張
政
策
を
堅
持
し
、
ヤ
カ
イ
ン
の
征
服
は
一
七
八
五
年
の
は
じ
め
に
達
成
さ
れ
、
そ
の
後
タ
イ
へ
の
侵
攻
を
大
々
的
に
開

始
し
て
い
る
。
大
規
模
灌
漑
用
溜
池
の
修
築
・
築
造
に
よ
る
農
地
の
開
発
、
シ
ッ
タ
ー
ン
（
調
書
）
の
徴
収
に
よ
る
地
方
領
主
の
確
定
と

行
政
機
構
の
整
備
、
中
央
の
み
な
ら
ず
地
方
に
お
い
て
も
、
城
市
の
縁
起
に
関
す
る
編
纂
も
進
み
、
詩
や
散
文
学
も
花
開
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
サ
ン
ガ
（
僧
伽
）
の
改
革
に
も
着
手
し
、
一
七
七
八
年
以
後
は
積
極
的
に
仏
教
浄
化
に
取
り
組
ん
だ
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
壁
画
に
、
そ
う
し
た
政
治
的
な
状
況
や
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
、
容
易
で
な

い
。
ま
ず
「
百
一
の
人
種
」
図
の
構
成
に
お
い
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
他
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
ミ
ャ
ン
マ
ー
だ

け
が
、
そ
の
衣
装
や
装
身
具
等
に
お
い
て
他
と
か
け
離
れ
て
豪
華
で
あ
っ
た
り
、
か
つ
ス
ペ
ー
ス
も
広
く
割
り
当
て
た
り
し
て
い
れ
ば
、

こ
れ
が
他
の
中
心
で
あ
る
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
確
か
に
、
先
頭
に
は
描
か
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
と
な
り

に
描
か
れ
た
タ
ラ
イ
ン
や
ケ
ー
テ
ィ
ー
、
ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
な
ど
か
ら
際
立
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
（
図
8
）。「
出
自
に
対
す
る
誇

り
を
鼓
舞
せ
ん
と
」
と
い
う
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
感
情
が
あ
れ
ば
、
他
と
区
別
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
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ま
た
、
施
主
の
マ
ウ
ン
・
テ
ッ
・
ク
ー
ン
と
妻
イ
ン
・
ガ
ウ
ン
お
よ
び

そ
の
家
族
の
素
性
か
ら
、
そ
う
し
た
政
治
的
意
図
を
判
断
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
施
主
の
姿
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
、
寄
進
の
証
し
と
す
る
た

め
の
灌
水
儀
式
の
図
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
こ
の
名
前
か
ら
推
測
す
る

し
か
な
い
が
、
政
権
中
枢
に
属
す
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

欽
賜
名
や
ダ
ヂ
ー
な
ど
の
役
職
名
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
壁

画
を
寄
進
で
き
る
ほ
ど
の
財
力
を
蓄
え
た
者
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る

の
で
、
大
地
主
、
豪
商
な
ど
在
地
の
有
力
家
族
で
あ
っ
た
の
は
否
め
な
い
。

も
ち
ろ
ん
官
吏
も
し
く
は
地
方
領
主
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
の
習
慣

に
反
し
、
地
位
を
示
す
称
号
等
を
あ
え
て
記
さ
な
か
っ
た
と
い
う
も
あ
ろ

う
。
し
か
し
そ
う
し
た
者
が
、
王
国
の
存
在
を
誇
り
、
国
王
の
威
力
を
こ

う
し
た
手
段
で
讃
え
た
い
と
思
う
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
百
一
の
人
種
が
描
か
れ
た
の
は
、
バ
ド
ン
王
時
代
の
シ
ン
・

ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
年
代
は
明
確
に
し
え
な
か
っ
た
が
、
ト
ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー

や
ミ
ン
・
イ
ェ
・
パ
ヤ
ー
の
も
の
は
、
こ
れ
よ
り
も
明
ら
か
に
早
い
。
も
し
ト
ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
が
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン

時
代
末
期
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
王
室
の
権
威
は
弱
体
化
が
進
ん
で
い
る
。
国
力
や
王
の
威
光
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を

測
る
手
段
は
な
い
が
、
諸
外
国
へ
の
影
響
力
や
外
交
関
係
は
、
ミ
ャ
・
チ
ャ
イ
ン
が
指
摘
し
た
も
の
と
は
、
違
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
地
方

図 8　左からミャンマー，タラインやケーティー，ヨーダヤー
（シン・ピン・プイン・ラン・パヤー）
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に
建
て
ら
れ
た
窟
院
の
壁
画
に
描
か
れ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
王
室
の
政
治
や
外
交
と
の
関
係
で
理
解
す
る
こ
と

は
困
難
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

や
は
り
、
こ
の
図
は
、
釈
尊
や
仏
教
の
世
界
観
と
の
関
連
で
考
え
る
方
が
、
そ
の
意
味
を
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
期
の
壁

画
に
は
、
本
尊
に
向
か
っ
て
合
掌
礼
拝
し
て
い
る
図
が
描
か
れ
た
も
の
が
よ
く
あ
る
。
パ
ガ
ン
の
タ
ヤ
バ
ー
門
近
く
に
あ
る
タ
ウ
ン
ビ
ー

経
蔵
の
、
東
室
中
央
に
立
つ
二
本
の
角
柱
の
周
囲
と
正
面
壁
に
は
、
緬
暦
一
〇
六
八
年
ナ
ヨ
ン
月
黒
分
六
日
（
一
七
〇
六
年
五
月
二
一
日
）

に
描
か
れ
た
と
い
う
壁
画
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
両
柱
の
内
側
は
ア
ー
チ
状
に
な
っ
て
お
り
、
天
井
部
分
に
仏
足
跡
が
描
か
れ
そ
の
下
部

両
側
二
層
と
、
正
面
の
本
尊
像
の
両
側
上
部
に
、
上
層
に
男
性
、
下
層
に
女
性
像
が
多
数
描
か
れ
て
い
る
。
下
に
墨
文
の
詞
書
が
な
い
の

で
、
こ
れ
ら
人
物
の
素
性
は
わ
か
ら
な
い
が
、
本
尊
を
合
掌
礼
拝
し
て
い
る
図
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
パ
コ
ッ
ク
ー
町
の
北
東
十
キ
ロ
メ
ー
ル
に
あ
る
ニ
ャ
ウ
ン
ビ
ン
村
の
西
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ン
ガ
ム
ン
丘
の
上
に
立
つ
窟
院

に
は
、
上
層
は
損
傷
が
激
し
く
何
が
描
い
て
あ
っ
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
下
層
は
、
す
べ
て
の
壁
面
に
、
正
面
の
釈
尊
像
に
向
か
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
俗
人
が
跪
拝
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
衣
服
や
顔
の
様
式
か
ら
み
て
コ
ン
バ
ウ
ン
期
以
前
の
も
の
と
み
て
間
違
い
な

い
が
（
図
9
）、
同
様
の
も
の
が
、
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
期
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
有
名
な
ピ
ン
ヤ
の
シ
ー
ゴ
ウ
ン
ヂ
ー
窟
院
に
も
あ
り
、

こ
の
場
合
奥
部
分
の
右
側
後
ろ
に
は
「
外
国
人
」
ら
し
き
門
番
か
護
衛
の
姿
も
同
時
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
10
）。

加
え
て
、
パ
ガ
ン
に
あ
る
、
こ
れ
も
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
時
代
に
描
か
れ
た
と
い
う
ヤ
ダ
ナ
ー
ミ
ン
ズ
ー
寺
院
の
壁
画
に
は
、
過
去
二
十
八

仏
の
下
に
、
上
層
が
男
性
下
層
は
女
性
で
、
い
ず
れ
も
跪
き
、
三
角
小
旗
や
花
を
も
っ
て
合
掌
し
て
お
り
、
下
の
墨
文
に
よ
る
と
「
一
人

ず
つ
異
な
っ
た
徳
性
の
持
主
で
、
王
子
で
あ
っ
た
り
長
者
で
あ
っ
た
り
す
る
」﹇
大
野1978:142,248

﹈
も
の
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
明
ら

か
に
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
イ
エ
ザ
ジ
ョ
ー
郡
ミ
エ
ゲ
ー
タ
ウ
ン
村
の
西
寺
敷
地
内
に
あ
る
戒
壇
に
は
、
俗
人
の
い
で
た
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ち
で
は
あ
る
が
、
詞
書
に

イ
ン
ド
ラ
神
、
ブ
ラ
ー
マ

ン
、
す
べ
て
の
神
々
が
礼

拝
し
て
い
る
と
記
さ
れ

た
、合
掌
礼
拝
図
が
あ
る
。

同
様
の
も
の
が
、
パ
カ
ン

ヂ
ー
町
の
シ
ュ
エ
オ
ウ
ン

ミ
ン
寺
敷
地
内
に
あ
る
窟

院
に
、「
す
べ
て
の
ブ
ラ
ー

マ
ン
が
う
ち
そ
ろ
い
、
宝

石
を
ち
り
ば
め
た
白
傘
を

捧
げ
つ
つ
礼
拝
し
て
い

る
」、
と
い
う
詞
書
と
と

も
に
描
か
れ
て
い
る
。
た

だ
こ
ち
ら
の
方
が
、
大
輪

花
弁
状
の
耳
覆
い
を
つ

け
、
服
装
も
豪
華
で
あ

図 9　ンガムン丘の上に立つ窟院の合掌礼拝図

図10 シーゴウンヂー窟院の合掌礼拝図
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る
（ 9
）。

さ
ら
に
、
モ
ン
ユ
ワ
市

か
ら
西
に
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン

川
を
渡
っ
て
二
十
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
と

こ
ろ
に
あ
る
、
有
名
な

ポ
ー
ウ
ィ
ン
タ
ウ
ン
石
窟

院
群
の
第
二
百
八
十
四
番

窟
院
の
天
井
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
種
が
仏
塔
に
礼

拝
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い

る
（
図
11
）（
 10
）。
釈
尊

入
滅
後
、
仏
舎
利
が
八
か

所
に
分
配
さ
れ
、
そ
こ
に

建
て
ら
れ
た
仏
塔
に
こ
れ

が
安
置
さ
れ
た
と
い
う
話

に
因
む
。
こ
の
図
は
、
い

図12　トン・スー・タン・タウン・パヤーの仏塔礼拝図（ティンドェ国）

図11　ポーウィンタウン第284番窟院の天井（仏塔礼拝）図
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ろ
い
ろ
な
場
所
で
、
世
界
中
の
人
々
が
こ
れ
を
礼
拝
す
る
姿
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
参
拝
者
の
顔
や
身
な
り
を
見
る
と
、

こ
の
世
に
存
在
す
る
多
種
多
様
な
人
種
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
ト
ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
に
も
同

様
の
絵
が
描
か
れ
（
図
12
）、
詞
書
に
は
、「
仏
陀
の
右
下
の
歯
を
奉
安
し
、
テ
ィ
ン
ド
ェ
（ 11
）
の
王
達
は
仏
塔
を
建
立
し
、
こ
れ
に
祈

り
を
捧
げ
礼
拝
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

人
々
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
々
が
「
地
上
に
跪
き
両
手
に
花
を
捧
げ
持
っ
て
礼
拝
し
て
い
る
」
図
は
、
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
時
代
に
は
好
ん
で

描
か
れ
た
構
図
の
一
つ
で
あ
る
﹇
大
野1976b:448

﹈
と
い
う
。「
百
一
の
人
種
」
が
合
掌
礼
拝
す
る
図
も
こ
の
延
長
で
み
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
や
ト
ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
の
図
は
、
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
後
期
か
コ

ン
バ
ウ
ン
期
、
コ
ー
・
カ
ン
・
ヂ
ー
・
グ
ー
・
パ
ヤ
ー
の
場
合
は
明
ら
か
に
コ
ン
バ
ウ
ン
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ニ
ャ
ウ

ン
ヤ
ン
期
に
は
階
級
や
神
格
の
違
い
を
描
き
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
衆
生
や
神
々
が
釈
尊
に
帰
依
す
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
れ
に
「
百
一
の
人
種
」
が
参
拝
す
る
姿
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
の
事
例
で
、
時
代
的
な
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
こ
の
世
に
は
百
一
種
の
人
間
が
存
在
し
て

い
る
と
い
う
理
解
は
、
ビ
ル
マ
語
圏
で
は
す
で
に
一
六
世
紀
に
存
在
し
た
。
シ
ン
・
オ
ウ
ン
ニ
ョ
ー
が
緬
暦
八
七
九
（
一
五
一
七
）
年
に

完
成
さ
せ
た
『
ガ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ウ
セ
ー
・
ピ
ョ
（
仏
典
叙
事
詩
・
偈
頌
六
○
偈
）』
に
は
そ
の
数
が
示
さ
れ
て
お
り
、
一
七
世
紀
に
な

る
と
戦
記
物
や
勅
令
で
も
、
意
識
的
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
﹇
伊
東2015:23-26

﹈。
そ
し
て
、
あ
く
ま
で
も
為
政
者
や
文
人
・

僧
侶
レ
ヴ
ェ
ル
の
理
解
で
あ
っ
た
の
が
、
次
第
に
一
般
に
も
広
ま
り
、
壁
画
に
も
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
百
一
の
人
種
」
と
い
う
概
念
は
、
確
か
に
王
権
の
正
統
化
と
の
関
係
で
形
成
さ
れ
た
概
念
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
が
描
か
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
俗
世
の
権
力
に
と
っ
て
も
意
味
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
は
仏
教
世
界
で
の



四
八﹇

﹈

一
八
世
紀
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
中
流
域
世
界
に
お
け
る
異
人
の
イ
メ
ー
ジ

20

話
に
登
場
す
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
文
脈
で
「
百
一
の
人
種
」
図
は
描
か
れ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

我
々
は
、
こ
の
「
百
一
の
人
種
」
図
か
ら
、
当
時
の
政
治
世
界
の
あ
り
様
と
い
う
よ
り
、
一
般
人
の
人
種
観
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。
庶
民
は
こ
う
し
た
窟
院
に
参
拝
す
る
た
び
に
、「
百
一
の
人
種
」
図
を
目
に
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
世
界
を
認
識
し
て
い

た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
窟
院
壁
画
ご
と
の
人
種
図
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
人
種
観
を
構
成
す
る
要
素
が
、
現
代
の

そ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
た
か
否
か
、
も
し
く
は
そ
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
探
っ
て
み
よ
う
。

三

想
像
の
産
物

現
在
残
っ
て
い
る
「
百
一
の
人
種
」
図
は
、
ど
の
窟
院
の
場
合
も
、
人
種
像
と
そ
れ
に
対
応
す
る
名
が
完
全
に
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
は

な
い
。
も
っ
と
も
状
態
が
よ
い
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
に
し
て
も
、
最
下
層
は
、
墨
文
の
人
種
名
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

図
像
さ
え
も
明
確
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
何
と
か
判
読
で
き
る
も
の
は
、
二
〇
一
五
年
時
点
で
七
十
七
種
に
過
ぎ
な
い
。
ト
ン
・
ス
ー
・

タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
で
は
七
種
で
、
ミ
ン
・
イ
ェ
・
パ
ヤ
ー
に
い
た
っ
て
は
四
種
、
コ
ー
・
カ
ン
・
ヂ
ー
・
グ
ー
・
パ
ヤ
ー
で
六
種

の
み
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
人
種
が
「
百
一
の
人
種
」
を
構
成
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
九
世
紀
の
文
献
を
み
て
も
、
論
者
ご
と
に
一
致
し
て
い

な
か
っ
た
﹇
伊
東2014:8-14

﹈。
こ
れ
ら
窟
院
の
「
百
一
の
人
種
」
図
で
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
12
）
が
、
以
下
、
窟
院
間
で
、

人
種
名
が
一
致
す
る
（
13
）
人
種
像
を
取
り
上
げ
、
外
見
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
も
っ
と
も
よ
く
残
っ
て
い
る
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・



四
九﹇　

﹈

一
八
世
紀
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
中
流
域
世
界
に
お
け
る
異
人
の
イ
メ
ー
ジ

21

トン・スー・タン・タウン・パヤーシン・ピン・プイン・ラン・パヤー

トン・スー・タン・タウン・パヤーシン・ピン・プイン・ラン・パヤー

図13 タヨゥ（中国）

図14 タトーン
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トン・スー・タン・タウン・パヤーシン・ピン・プイン・ラン・パヤー

トン・スー・タン・タウン・パヤーシン・ピン・プイン・ラン・パヤー

図15 リンベー

図16　タパティー
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ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
の
も
の
を
中
心
に
、
こ
れ
と
同
じ
人
種
像
が
他
の
窟
院
で
発
見
で
き
た
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
残
念
な
が
ら
、
シ
ン
・
ピ

ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
を
除
い
た
他
の
窟
院
間
で
比
較
で
き
る
よ
う
な
例
は
残
っ
て
い
な
い
。

ま
ず
サ
ー
リ
ン
ヂ
ー
の
ト
ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
と
の
間
に
は
、
タ
ヨ
ゥ
（
中
国
）、
タ
ト
ー
ン
、
リ
ン
ベ
ー
、
タ
パ
テ
ィ
ー

の
四
例
が
認
め
ら
れ
る
（
図
13
、
14
、
15
、
16
）。
い
ず
れ
も
左
が
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
の
例
で
あ
る
が
、
被
り
物

も
衣
服
も
、
当
然
顔
か
た
ち
も
ま
っ
た
く
異
な
る
。
前
者
が
お
お
む
ね
踝
ま
で
伸
び
る
長
衣
を
着
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
上
下
が
異

な
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
の
で
、
別
々
の
状
況
下
で
の
衣
装
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
人
種
を
象
徴
す
る
と
思
わ
れ
る
被
り
物
の
違

い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
の
タ
ヨ
ゥ
の
被
る
帽
子
は
、
清
朝
時
代
の
菅
笠
を
写
し
た
よ
う
に
も
思

え
る
が
、
ト
ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
で
は
、
こ
れ
と
似
て
も
似
つ
か
な
い
。
タ
ト
ー
ン
は
現
在
の
タ
ニ
ン
ダ
ー
イ
ー
管
区

に
あ
る
タ
ト
ー
ン
地
方
の
人
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
か
な
り
異
な
る
。
ま
た
リ
ン
ベ
ー
は
タ
イ
族
の
一
派
で
、
イ
ン
ワ
時
代

に
は
中
央
平
原
地
帯
を
支
配
し
て
い
た
人
た
ち
、
タ
パ
テ
ィ
ー
は
イ
ン
ド
系
と
考
え
ら
れ
る
が
、
と
て
も
同
じ
人
種
に
は
見
え
な
い
。

次
に
、
ミ
ン
・
イ
ェ
・
パ
ヤ
ー
と
の
間
で
は
、
リ
ン
タ
ウ
ン
と
ベ
イ
サ
ー
が
一
致
す
る
（
図
17
、
18
）。
ミ
ン
・
イ
ェ
・
パ
ヤ
ー
の
リ

ン
タ
ウ
ン
は
頭
に
ス
カ
ー
フ
を
付
け
て
い
る
の
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
想
像
さ
せ
る
が
、
か
つ
て
パ
コ
ッ
ク
ー
の
北
西
地
方
に
住
ん
で
い

た
と
い
わ
れ
る
（ 14
）
の
で
、
ム
ス
リ
ム
と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
ベ
イ
サ
ー
も
、
一
方
は
口
髭
を
つ
け
て
お
り
、
帽
子
の
形
も
同
じ

で
は
な
い
。
こ
の
場
合
も
、
あ
く
ま
で
も
現
在
の
感
覚
で
は
あ
る
が
、
衣
装
等
か
ら
判
断
し
て
、
同
じ
人
種
を
写
し
た
も
の
と
は
考
え
に

く
い
。

コ
ー
・
カ
ン
・
ヂ
ー
・
グ
ー
・
パ
ヤ
ー
と
は
、
一
致
す
る
人
種
名
が
四
例
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
ラ
イ
ン
、
ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
、
ゾ
ー
ヂ
ー

で
あ
る
が
、
剥
落
が
ひ
ど
く
、
か
ろ
う
じ
て
比
較
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
（
図
19
、
20
、
21
、
22
）。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
さ
て
お
き
、
タ
ラ
イ
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ミン・イェ・パヤー

ミン・イェ・パヤー

シン・ピン・プイン・ラン・パヤー

シン・ピン・プイン・ラン・パヤー

図17 リンタウン

図18 ベイサー
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コー・カン・ヂー・グー・パヤーシン・ピン・プイン・ラン・パヤー

コー・カン・ヂー・グー・パヤーシン・ピン・プイン・ラン・パヤー

図19 ミャンマー

図20 タライン（モン）
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コー・カン・ヂー・グー・パヤー

コー・カン・ヂー・グー・パヤーシン・ピン・プイン・ラン・パヤー

シン・ピン・プイン・ラン・パヤー

図21 ヨーダヤー

図22 ゾーヂー
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ン
は
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
で
は
、
帽
子
を
被
っ
て
い
な
い
し
、
ゾ
ー
ヂ
ー
の
場
合
は
、
髪
を
後
ろ
に
長
く
垂
ら
し
て

い
る
の
に
、
コ
ー
・
カ
ン
・
ヂ
ー
・
グ
ー
・
パ
ヤ
ー
で
は
三
角
帽
を
か
ぶ
ら
せ
、
こ
の
図
で
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
顎
鬚
を
付
け
て
い
る
。

ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
の
場
合
、
帽
子
は
似
通
っ
て
い
る
が
、
衣
装
も
顔
つ
き
も
異
な
る
。
タ
ラ
イ
ン
は
現
在
モ
ン
と
称
さ
れ
、
ビ
ル
マ
に
と
っ

て
最
も
関
係
の
深
い
人
種
名
の
ひ
と
つ
で
、
戦
争
捕
虜
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
す
な
わ
ち
ア
ユ
タ
ヤ
と
同
様
、
日
常
的
に

馴
染
み
深
い
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
の
墓
地
が
パ
コ
ッ
ク
ー
の
西
に
存
在

し
、
そ
の
末
裔
が
今
も
こ
の
町
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
。

以
上
の
比
較
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
、
人
種
ご
と
に
そ
れ
と
す
ぐ
に
判
別
で
き
る
よ
う
な
特
長
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
、
も
し

く
は
絵
師
は
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
共
通
に
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ミ
ャ
・
チ
ャ
イ
ン
は
、
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・

ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
の
「
百
一
の
人
種
」
図
に
つ
い
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
モ
ン
（
タ
ラ
イ
ン
）、
ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
、
シ
ャ
ン
、
タ
ト
ー
ン
、
ヤ
カ
イ
ン
、
カ
イ
ン
（
カ
レ
ン
）、
チ
ン
、
カ
チ
ン
な

ど
い
つ
も
目
に
し
て
い
る
人
種
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
。
他
の
人
種
に
つ
い
て
は
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
、
荒
々

し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
百
一
の
人
種
す
べ
て
を
、
絵
師
は
見
た
こ
と
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
見
た
こ
と
も
な
い

人
種
は
、
想
像
で
つ
く
り
あ
げ
、
奇
妙
な
生
き
物
の
ご
と
く
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

百
一
の
人
種
図
だ
け
見
る
と
、
生
硬
な
筆
づ
か
い
で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
ま
り
な
く
、
こ
の
絵
師
の
資
質
を
疑
っ
て
し
ま
う
﹇M

ya 

K
yaing 1979:33

﹈

と
い
う
。
し
か
し
、
同
じ
窟
院
に
描
か
れ
た
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
は
、
絵
師
本
来
の
技
術
が
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
繊
細
な
筆

づ
か
い
が
み
て
と
れ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
馴
染
み
の
な
い
人
種
に
つ
い
て
は
、
こ
と
さ
ら
野
蛮
で
、
貶
め
た
よ
う
な
描
き
方
を
し
て
い
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る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
他
の
窟
院
の
絵
師
も
、「
百
一
の
人
種
」
を
実
見
し
、
こ
れ
を
描
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
大
半
は
想
像
で

書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
絵
師
の
、
そ
し
て
当
時
の
人
種
観
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ

に
貶
め
る
意
図
が
働
い
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
一
部
髪
は
ボ
サ
ボ
サ
で
、
上
半
身
が
裸
形
に
近
い
も
の
も
あ
る
。
ト

ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
の
場
合
は
、
家
畜
に
近
い
顔
の
者
も
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
何
ら
か
の
衣
装
を
ま
と
い
、
下
半

身
は
き
ち
ん
と
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
同
一
の
「
文
明
」
基
準
で
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
モ
ン
、
ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
、
シ
ャ
ン
、
タ
ト
ー
ン
、
ヤ
カ
イ
ン
、
カ
イ
ン
」
な
ど
に
し
て
も
、
窟
院
間
つ
ま
り
絵
師
の
あ

い
だ
で
、
そ
の
表
現
が
違
い
す
ぎ
る
。「
い
つ
も
目
に
し
て
い
る
人
種
」
に
し
て
も
そ
う
で
あ
る
の
で
、
実
際
に
見
た
こ
と
も
な
い
人
種

を
想
像
で
描
く
訳
で
あ
る
か
ら
、「
奇
妙
な
生
き
物
」
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
る
意
味
し
か
た
が
な
い
。
意
図
的
に
「
お
ど

ろ
お
ど
ろ
し
く
、
荒
々
し
く
」
表
現
し
、
他
人
種
の
野
蛮
性
を
示
そ
う
と
し
た
と
考
え
る
は
、
現
代
の
民
族
観
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
百
一
種
類
を
描
き
分
け
る
よ
う
と
す
る
苦
心
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
（
図
9
、
23
、
24
、
25
）。

窟
院
間
で
人
種
像
の
違
い
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
、
人
種
が
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

明
確
な
人
種
観
が
形
成
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
人
種
ご
と
の
違
い
が
識
別
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
「
い
つ
も
目
に
し

て
い
る
」
者
を
、
異
人
種
と
し
て
区
別
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
特
徴
を
も
っ
て
そ
れ
を
判
断
す
る
よ
う
な
基
準
が
形
成
さ
れ
て
い
て
し
か

る
べ
き
で
あ
る
。
中
央
平
原
地
域
の
各
所
で
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
描
か
れ
た
人
種
像
が
一
致
し
な
い
と
い
う
の
は
、
当
時
、
風
俗
・
習
慣

つ
ま
り
外
見
に
よ
り
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
」
を
判
断
す
る
、
と
い
う
よ
う
こ
と
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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た
だ
、
異
人
像
は
何
も
「
百
一
の
人
種
」
に
限
っ
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
窟

院
等
の
壁
画
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
外
国
人
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
図
像
と
理
解
さ
れ
る
も

の
も
含
め
て
、
当
時
の
人
種
観
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。

図23　左からシャン，タトーン，タヨゥ，グン
 （シン・ピン・プイン・ラン・パヤー）

図24　左からオーバー，トゥーリー，ヤカイン，チェー
（シン・ピン・プイン・ラン・パヤー）

図25　左からカレン，チン，タラー，カットゥ
 （シン・ピン・プイン・ラン・パヤー）
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四

多
様
な
異
人
の
イ
メ
ー
ジ

「
外
国
人
（foreigner

）」
は
、
悉
達
多
太
子
の
出
城
（
出
家
）
や
正
覚
成
就
す
る
の
を
妨
害
し
よ
う
と
す
る
マ
ー
ラ
（
悪
魔
）
と
そ

の
軍
隊
の
一
員
と
し
て
登
場
す
る
。
大
ト
ン
ネ
ル
前
生
物
語
で
マ
ホ
ー
サ
ダ
を
攻
撃
す
る
百
一
国
の
兵
士
、
あ
る
い
は
マ
ハ
ー
ジ
ャ
ナ
カ

前
生
物
語
で
、
ス
ヴ
ァ
ン
ナ
ブ
ー
ミ
へ
赴
く
船
の
船
員
を
描
く
際
に
も
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
期

や
コ
ン
バ
ウ
ン
期
の
壁
画
か
ら
、
当
時
の
社
会
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
さ
い
、
こ
う
し
た

キ
ャ
ス
ト
は
、
こ
の
地
に
滞
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
外
国
人
」
を
写
し
た
も
の
と
さ
れ

て
き
た
。「
外
国
人
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
流
域
周
辺
国
の
住
民

も
含
む
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
イ
ン
ド
以
西
お
よ
び
中
国
か
ら
の
人
た
ち

が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

一
六
世
紀
末
か
ら
一
部
の
沿
岸
地
域
を
支
配
し
て
い
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
デ
・
ブ
リ
ー

ト
の
シ
リ
ア
ム
政
権
は
、
一
六
一
二
年
末
ア
ナ
ウ
・
ペ
・
ル
ン
王
（
在
位
一
六
〇
六
〜

二
八
）
の
攻
撃
に
よ
り
崩
壊
す
る
。
こ
の
折
、
彼
の
配
下
に
あ
っ
た
者
は
捕
虜
と
し
て
連

行
さ
れ
、
王
都
や
シ
ュ
エ
ボ
ー
周
辺
に
定
住
さ
せ
ら
れ
、
銃
兵
隊
や
砲
兵
隊
と
し
て
王
室

権
力
に
組
み
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
南
西
に
位
置
す
る
ヤ
カ
イ
ン
と
の
戦
争
に
よ
っ
て
獲
得

さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
も
、
同
様
の
目
的
で
、
主
と
し
て
火
器
を
扱
う
ア
フ
ム
ダ
ー
ン
と
し
て
、

中
央
平
原
地
域
の
各
所
に
定
住
せ
し
め
て
い
る
。

図26　マーラに従う軍隊
（アネイン村シュエ・ボン・プイン・ミン・チャン・
シッ仏塔の北西にある仏塔壁画より）
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キ
リ
ス
ト
教
徒
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
（
バ
イ
ン
ヂ
ー
）
も
ム
ス
リ
ム
（
パ
テ
ィ
ー
）
も
、
王
室
を
支
え
る
要
員
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

王
権
の
宗
教
で
あ
る
仏
教
を
強
制
さ
れ
た
り
、「
ビ
ル
マ
風
」
の
服
装
が
義
務
付
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
高
級
幹
部
に
な

れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
式
服
等
は
下
賜
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
の
兵
員
は
そ
れ
ま
で
の
衣
服
を
着
用
し
て
、
王
都
や
戦
役
で
の
任
務
に

あ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
非
番
の
者
は
、
与
え
ら
れ
た
土
地
で
、
農
耕
牧
畜
に
従
事
し
、
当
番
の
家
族
の
生
計
を
も
支
え
た
。

周
辺
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
は
じ
め
は
既
存
の
集
落
の
一
角
が
付
与
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
﹇
伊
東 2013:9-

20

﹈、
地
方
社
会
に
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の
存
在
は
け
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
王
都
を
中
心
と
す
る
中
央
平
原
地

帯
の
人
び
と
は
、
み
ず
か
ら
の
生
活
圏
の
な
か
で
、
異
質
な
風
俗
を
目
に
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
王
城
各
所
の
見
張
り
番

や
砲
兵
、
銃
兵
に
つ
い
て
一
定
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
、
壁
画
の
中
に
書
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。

ポ
ー
ウ
ィ
ン
タ
ウ
ン
窟
院
群
の
第
四
百
八
十
七
番
窟
院
に
残
る
降
魔
成
道
図
の
マ
ー
ラ
と
そ
の
軍
隊
は
明
ら
か
に
、「
外
国
人
」
の
姿

と
し
て
読
み
解
か
れ
て
き
た
。
こ
の
場
面
は
、
過
去
仏
や
釈
尊
の
成
道
に
つ
い
て
の
題
材
が
好
ん
で
も
ち
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
多

く
の
窟
院
壁
画
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
悪
魔
」
で
あ
る
の
で
、
図
26
の
よ
う
に
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
描
か
れ
る
が
、
こ
こ
の
マ
ー

ラ
は
、
黒
い
ジ
リ
メ
ー
ク
ハ
ラ
象
に
乗
り
、
細
長
い
顔
、
と
が
っ
た
顎
、
高
い
鼻
で
、
口
髭
や
顎
鬚
を
生
や
し
て
い
る
。
ま
た
手
下
の
戦

士
に
、
カ
フ
タ
ン
を
着
て
、
タ
ー
バ
ン
を
か
ぶ
っ
て
い
る
者
が
い
る
の
も
見
逃
せ
な
い
（
図
27
）。

ま
た
コ
ン
バ
ウ
ン
後
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
ポ
ー
カ
ラ
ー
・
パ
ヤ
ー
（
15
）
に
あ
る
大
ト
ン
ネ
ル
前
生
物
語
の
一
節
に
も
、
諸
種
の

異
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
マ
ホ
ー
タ
サ
に
よ
っ
て
、
ピ
ン
サ
ラ
リ
城
に
達
す
る
大
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
て
い
た
ウ
パ
カ
ー
リ
城
を
攻
撃
す

る
ピ
ン
サ
ラ
リ
王
と
ケ
ー
ウ
ッ
・
バ
ラ
モ
ン
の
軍
隊
が
、様
々
な
人
種
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
た
め
、顔
か
た
ち
や
、髭
、

帽
子
、
髪
形
な
ど
に
よ
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
（
図
28
）。
本
パ
ヤ
ー
の
壁
画
に
は
、
マ
ハ
ー
ジ
ャ
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図28　ウパカーリ城を攻撃するピンサラリ王とケーウッ・バラモンの軍隊（ポーカ
ラー・パヤー）

　（ポーウィンタウン第487番窟院）



六
一﹇

﹈

一
八
世
紀
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
中
流
域
世
界
に
お
け
る
異
人
の
イ
メ
ー
ジ

33

図27　降魔成道図のマーラ（悪魔）とその軍隊

図29　ジャナカ王子の船が沈没（ニャウン・フラ村のパウン・チー・タイン・パヤー）
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ナ
カ
前
生
物
語
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
兵
員
は
、
砲
兵
が
西
洋
人
の
恰
好
で
描
か
れ
、
他
の
兵
士
も
様
々
な
恰
好
を
し
て
い
る
。

図
29
は
、
パ
ッ
コ
ク
ー
の
西
に
あ
る
ニ
ャ
ウ
ン
・
フ
ラ
村
の
パ
ウ
ン
・
チ
ー
・
タ
イ
ン
・
パ
ヤ
ー
に
描
か
れ
た
マ
ハ
ー
ジ
ャ
ナ
カ
前
生

物
語
の
「
ジ
ャ
ナ
カ
王
子
の
船
が
帆
走
し
沈
没
す
る
」
図
で
あ
る
。
こ
の
船
員
は
、
明
ら
か
に
「
外
国
人
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
。
壁
画
の
年
代
は
、
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
前
期
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
、
王
室
が
有
す
る
艦
船
の
乗
組
員
は
「
イ
ン
ド
人
と
の
混

血
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
」﹇H

arvey 1967:271

﹈
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
指
摘
が
納
得
で
き
よ
う
。
ま
た
ス
ヴ
ァ
ン
ナ
ブ
ー
ミ

へ
赴
く
外
洋
船
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
外
国
人
船
員
の
姿
が
意
識
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
（
16
）。

こ
れ
ま
で
、
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
期
や
コ
ン
バ
ウ
ン
期
の
窟
院
壁
画
に
登
場
す
る
こ
う
し
た
様
相
の
人
物
は
、
顔
か
た
ち
や
服
装
の
特
徴
に

注
目
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
ス
ペ
イ
ン
人
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
ポ
ー
ウ
ィ
ン
タ
ウ
ン
窟
院
の
マ
ー
ラ
に
つ
い
て
は
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
が
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
い
う
。
デ
・
ブ
リ
ー
ト
と
そ
の
配
下
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
ム
ス
リ
ム
が
、
勢
力
を
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、

財
宝
略
奪
を
目
的
と
し
て
仏
塔
を
破
壊
し
た
こ
と
が
当
時
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
基
礎
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
﹇Chew

 2005:110

﹈ ﹇M
unier 2007

：36

﹈。

ま
た
ザ
ガ
イ
ン
の
西
、
ユ
ワ
テ
ィ
ッ
チ
ー
村
に
あ
る
フ
ラ
ウ
ン
ウ
ー
モ
ー
経
蔵
に
描
か
れ
た
（
17
）
大
ト
ン
ネ
ル
前
生
物
語
に
登
場
す

る
「
外
国
人
」
の
恰
好
を
し
た
兵
士
に
つ
い
て
も
、
戦
争
捕
虜
が
ア
フ
ム
ダ
ー
ン
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
同
様

の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
は
一
節
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
種
名
と
絵
と
の
間
に
一
対
一
の
対
応
は
な
い
が
、

詞
書
にピ

ン
サ
ラ
リ
王
、
ケ
ー
ウ
ッ
・
バ
ラ
モ
ン
等
は
、
百
一
の
王
達
と
合
同
で
、
ウ
イ
デ
ハ
リ
ッ
国
を
攻
撃
す
べ
く
、
前
進
し
た
と
こ
ろ

の
、
百
一
の
人
種
で
あ
る
ブ
ラ
マ
ー
、
タ
ラ
イ
ン
、
シ
ャ
ン
、
ユ
ン
、
ジ
ュ
ン
、
フ
モ
ン
、
カ
ラ
ー
、
ヨ
ー
ダ
ヤ
ー
、〔
中
略
〕、
チ
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ン
、
ピ
ョ
ー
、
ラ

ワ
、
ト
ウ
タ
ン
、

パ
ン
デ
ィ
、
リ
ン

の
百
一
の
人
種

と
し
て
、
百
一
の
人

種
名
を
す
べ
て
列
挙
し

て
い
る
。
入
っ
て
正
面

の
壁
、
上
か
ら
五
層
目
、

左
端
か
ら
右
端
ま
で
を

使
っ
て
、
こ
の
場
面
が

描
か
れ
て
い
る
が
、
最

初
の
部
分
の
、
膝
上
ま

で
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
は

お
り
、
膝
ま
で
の
ズ
ボ

ン
を
は
き
、
三
角
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
る
兵
士
（
図
30
）
は
「
ス
ペ
イ
ン
人
」
で
あ
り
、
隊
列
中
ほ
ど
、「
長
ズ
ボ
ン
と
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
タ
ー
バ
ン
を
着
け
て
い
る
」（
図
31
）
の
は
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
」
で
あ
る
と
い
う
﹇Green 2001

：68,290

﹈。

そ
う
い
わ
れ
る
と
、
そ
う
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
は
た
し
て
当
時
特
定
の
異
人
を
念
頭
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
人
物
が
描
か
れ
た
と
考

図30　スペイン人？（フラウンウーモー経蔵）

図31　ポルトガル人？（フラウンウーモー経蔵）
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え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
マ
ー
ラ
図
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
す
る
と
、
当
時
こ
の
人
種
は
、
す
べ
か
ら
く
邪
悪
で

仏
教
の
破
壊
者
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
人
は
膝
ま
で
の
ズ
ボ
ン
は
き
、
長
ズ

ボ
ン
に
変
形
タ
ー
バ
ン
を
し
て
い
る
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
い
う
共
通
理
解
が
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
フ
ラ
ウ
ン
ウ
ー
モ
ー
経
蔵
壁
画
の
場
合
、
詞
書
に
あ
る
「
百
一
の
人
種
」
名
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
ス
ペ
イ
ン
も
な
い
。
あ

る
の
は
、「
カ
ラ
ー
」
と
い
う
、
西
か
ら
来
た
人
を
総
称
す
る
言
葉
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
他
「
長
ズ
ボ
ン
」
は
は
い
て
い
る
が
、
違
っ
た

帽
子
を
付
け
て
い
る
者
（
図
32
）
も
い
た
り
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
帽
子
を
つ
け
て
い
る
「
外
国
人
」
も
描
か
れ
て
い
た
り
す
る
（
図

33
）
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
百
一
の
人
種
」
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、
は
た
し
て
、

そ
う
し
た
明
確
な
筆
づ
か
い
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
は
中
国
人
と
お
ぼ
し
き
一
隊
も
描
か
れ
て
お
り
（
図
34
）、
詞
書
に
も
「
タ
ヨ
ゥ
（
中
国
人
）」
と
い
う
人
種
名
は
あ
る
。
こ
の

絵
が
そ
れ
を
指
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
三
節
（
図
13
）
で
取
り
上
げ
た
、
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
や
ト

ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
に
あ
る
タ
ヨ
ゥ
の
面
立
ち
と
は
か
な
り
異
な
る
。
フ
ラ
ウ
ン
ウ
ー
モ
ー
経
蔵
壁
画
の
方
が
、
現
代

の
我
わ
れ
か
ら
す
れ
ば
、よ
り「
中
国
人
」に
近
い
と
思
え
る
が
、当
時
は
こ
の
よ
う
な
認
識
が
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
チ
ュ
ー

は
ポ
ー
ウ
ィ
ン
タ
ウ
ン
の
第
二
百
八
十
四
番
窟
院
の
天
井
に
描
か
れ
た
外
国
人
（
図
11
）
を
、
中
国
人
と
判
断
す
る
に
つ
い
て
「
つ
り
目

で
や
や
黒
い
肌
」﹇Chew

 2005

：110

﹈
に
特
徴
が
あ
る
か
ら
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
近
代
以
降
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
人
種
観
に
よ

る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ジ
ャ
ー
タ
カ
に
は
、
マ
ホ
ー
タ
サ
を
攻
撃
し
た
ピ
ン
サ
ラ
リ
王
と
バ
ラ
モ
ン
の
ケ
ー
ウ
ッ
の
軍
隊
が
百
一
の
王
と
「
百
一
の
人
種
」
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
大
ト
ン
ネ
ル
前
生
物
語
が
描
か
れ
た
壁
画
の
こ
の
場
面
に
は
、
さ
ま
ざ
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図32　三角帽子に長ズボンの兵士（フラウンウーモー経蔵）

図33　種々の帽子をつけた兵士（フラウンウーモー経蔵）

図34　中国人兵士？（フラウンウーモー経蔵）



六
六﹇　

﹈

一
八
世
紀
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
中
流
域
世
界
に
お
け
る
異
人
の
イ
メ
ー
ジ

38

ま
な
人
種
が
意
図
的
に
描
か
れ
た
と
考
え
て
よ
い
（ 18
）。
フ
ラ
ウ
ン
ウ
ー
モ
ー
経
蔵
の
例
と
は
若
干
異
な
る
が
、
こ
の
軍
隊
の
図
が
、
ア

ミ
ン
村
の
さ
ら
に
南
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
ア
ネ
イ
ン
村
の
シ
ュ
エ
・
ト
ウ
ン
・
プ
イ
ン
・
ミ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
シ
ッ
仏
塔
に
描

か
れ
て
い
る
。
詞
書
に
、「
菩
薩
で
あ
る
マ
ホ
ー
サ
タ
と
ピ
ン
サ
ラ
リ
王
の
バ
ラ
モ
ン
は
戦
っ
た
。
バ
ラ
モ
ン
の
頭
巾
を
一
方
の
手
で
押

さ
え
、
も
う
一
方
の
手
で
腰
布
を
つ
か
ん
だ
」
と
あ
り
、
バ
ラ
モ
ン
の
軍
隊
に
は
、
丸
い
帽
子
を
か
ぶ
り
脹
脛
ま
で
の
ズ
ボ
ン
を
は
い
て

い
る
者
が
い
る
が
、
西
洋
人
の
顔
は
し
て
い
な
い
（
図
35
）。

ま
た
サ
ー
リ
ン
ヂ
ー
の
ト
ン
・
ス
ー
・
タ
ン
・
タ
ウ
ン
・
パ
ヤ
ー
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
マ
ハ
ー
・
ア
ト
ゥ
ラ
・
ウ
ィ
ザ
ヤ
「
仏
塔
」

の
壁
画
に
も
、
同
じ
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
36
）。
こ
こ
の
詞
書
に
は
、「
マ
ホ
ー
サ
タ
と
バ
ラ
モ
ン
の
ケ
ー
ウ
ッ
の
間
で
戦
闘
が
お

こ
な
わ
れ
、
バ
ラ
モ
ン
・
ケ
ー
ウ
ッ
が
敗
れ
た
の
で
、
兵
士
達
は
だ
ら
し
な
く
混
乱
し
て
逃
走
し
た
」
と
あ
り
、
絵
か
ら
は
兵
士
が
右
往

左
往
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
中
に
は
四
角
い
、
あ
る
い
は
山
高
帽
子
を
被
っ
て
い
る
者
、
カ
フ
タ
ン
を
着
て
タ
ー
バ
ン
を

着
け
て
い
る
者
な
ど
が
い
る
が
、
西
洋
人
の
よ
う
な
風
体
は
見
当
た
ら
な
い
。

サ
ー
リ
ン
ヂ
ー
郡
マ
ウ
ア
ウ
セ
イ
村
（ 19
）
に
あ
る
シ
ュ
エ
・
ム
・
ト
ー
・
ミ
ャ
ス
ワ
・
パ
ヤ
ー
に
も
、
こ
の
戦
闘
に
関
す
る
絵
が
あ
る
。

こ
の
壁
画
は
緬
暦
一
一
二
三
年
ピ
ャ
ー
ト
ー
月
黒
分
12
日
（
一
七
六
二
年
一
月
二
一
日
）
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
コ

ン
バ
ウ
ン
前
期
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
南
入
口
の
両
側
に
描
か
れ
、
右
側
の
方
の
詞
書
は
、「
マ
ホ
ー
タ
タ 

マ
マ
 ー

と
ケ
ー
ウ
ッ
・
バ
ラ
モ

ン
は
戦
い
、
ケ
ー
ウ
ッ
・
バ
ラ
モ
ン
は
敗
れ
将
官
兵
士
と
と
も
に
退
散
し
た
」（
図
37
ａ
）、
左
側
に
は
「
バ
ラ
モ
ン
は
将
官
兵
士
と
と
も

に
退
散
し
た
」（
図
37
ｂ
）
と
あ
り
、
こ
れ
に
は
西
洋
人
ら
し
き
顔
つ
き
を
し
、
帽
子
と
コ
ー
ト
を
着
た
兵
士
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
同
時
期
に
、
ほ
ぼ
同
じ
場
面
が
描
か
れ
た
壁
画
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
物
描
写
は
一
致
し
な
い
。
あ
る
場
合
は
西
洋
人
ら

し
き
者
が
描
か
れ
た
り
、
あ
る
場
合
は
ア
ラ
ブ
人
ム
ス
リ
ム
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
、
単
に
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
風
体
で
あ
っ
た
り
し
た
。
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図36　ケーウッとピンサラリ王を撃退するマホータサ（2）（サーリンヂーのマ

ハー・アトゥラ・ウィザヤ「仏塔」）

図35　ケーウッとピンサラリ王を撃退するマホータサ（1）（アネイン村シュエ・
ボン・プイン・ミン・チャン・シッ仏塔）
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図37a マホータサーとケーウッ・バラモンは戦った　（マウアウセイ村シュエ・ム・
ト－・ミャスワ・パヤー）

図37b バラモンは兵士将官とともに退散した　（マウアウセイ村シュエ・ム・ト－・
ミャスワ・パヤー）
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「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
」
や
「
ス
ペ
イ
ン
人
」
と
い
う
民
族
観
が
あ
れ
ば
、
す
く
な
く
と
も
そ
れ
と
判
別
で
き
る
よ
う
な
姿
が
描
か
れ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
う
と
判
断
し
た
特
徴
が
混
在
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
。
や
は
り
ズ
ボ
ン
や
コ
ー
ト
、
三
角
帽
な
ど
は
、
た
だ
単
に
、
い
ろ

い
ろ
な
国
の
人
た
ち
を
示
す
た
め
の
小
道
具
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

絵
師
の
知
識
が
ま
ち
ま
ち
、
つ
ま
り
人
に
よ
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
知
っ
て
い
る
、
知
ら
な
い
、
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
壁
画
に
反
映
さ

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
見
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
描
き
よ
う
が
な
い
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
を
描
い
た
絵
師
や
、
当
時
彼
ら
が

社
会
的
に
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
は
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
こ
う
し
た
宗
教
画
が
描
け
る
に
つ
い
て
は
、
仏
教
に
つ
い

て
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
る
意
味
、
僧
侶
に
匹
敵
す
よ
う
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
壁
画
を
見
る
者
に
違
和
感
を

あ
た
え
て
は
な
ら
ず
、
職
人
と
し
て
当
時
の
普
遍
的
世
界
観
を
体
現
し
て
い
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
も
そ
も
宗
教
画
―
―
こ
の
場
合
釈
尊
の
教
え
を
説
く
ジ
ャ
ー
タ
カ
―
―
で
あ
る
の
で
、
一
連
の
話
の
中
で
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
な

構
図
で
描
き
出
す
か
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
決
ま
り
、
も
し
く
は
様
式
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ッ
ト
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
一
連
の
物
語
を
、
思
い
出
さ
せ
、
重
要
な
教
説
を
伝
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
十
大
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
う
ち
ど
れ
を
取
り
上
げ

る
か
は
施
主
の
好
み
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
物
語
は
、
だ
い
た
い
同
じ
場
面
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
細
部

に
ま
で
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。

従
っ
て
、「
外
国
人
」
が
登
場
す
る
場
面
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
多
様
な
人
物
像
が
描
か
れ
る
と
い
う
の
は
、「
外
国
人
」
の
み
な
ら

ず
、
異
人
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
我
わ
れ
と
は
違
っ
た
理
解
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
ム
ス
リ
ム
な

ど
、
明
確
な
存
在
を
目
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
人
と
共
通
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

近
現
代
で
い
う
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
要
素
に
着
目
し
た
水
平
な
か
た
ち
で
の
人
種
観
、
す
な
わ
ち
民
族
概
念
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
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こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
壁
画
の
人
物
像
か
ら
も
、
現
在
の
民
族
に
つ
ら
な
る
人
種
観
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
確
認
で
き
よ
う
。
や
は
り
「
百
一
の
人
種
」
は
具
体
的
な
姿
の
反
映
と
い
う
よ
り
、
王
権
を
正
統
化
す
る
た
め
の
世
界
観
を
形
成
す
る

う
え
に
お
い
て
必
要
な
概
念
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

壁
画
に
描
か
れ
た
人
物
を
、
状
況
証
拠
を
使
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
、
中
国
人
、
ム
ス
リ
ム
な
ど
と
解
釈
す
る
の
は
、
民

族
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
、
中
国
人
な
ど
が
存
在
し
、
か
れ
ら
自
身
も
、
そ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
も
と
に
、
服

装
や
髪
形
を
決
め
て
い
た
と
い
う
前
提
に
成
り
立
つ
。
近
代
に
で
き
あ
が
っ
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
恰
好
を
し
、
中

国
人
は
中
国
人
の
恰
好
を
す
る
と
い
う
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
了
解
に
よ
り
、
過
去
を
み
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
は
何
々
人
を
表
現
し

た
も
の
と
い
う
解
釈
が
生
ま
れ
る
。

た
し
か
に
当
時
、
日
常
的
に
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
り
、
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
り
し
、
言
葉
も
違
う
集
団
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
は
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
こ
に
他
と
は
違
う
共
通
の
人
間
性
を
み
い
だ
し
、
姿
・
恰
好
は
そ
の
発
露
に
よ
る
も
の
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

そ
の
集
団
を
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
、
た
と
え
ば
ス
ペ
イ
ン
人
と
か
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
し
て
、
相
互
に
区
別
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
壁
画
の
絵
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
の
あ
た
り
の
区
別
は
、
明
確
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
百
一
の
人
種
」
図

に
示
さ
れ
た
人
種
の
姿
は
、
人
（
絵
師
）
に
よ
っ
て
異
な
り
、「
外
国
人
」
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
を
描
く
際
も
そ
の
風
体
は
ま
っ
た
く
の



七
一﹇　

﹈

一
八
世
紀
エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
中
流
域
世
界
に
お
け
る
異
人
の
イ
メ
ー
ジ

43

想
像
の
産
物
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
絵
師
は
日
ご
ろ
目
に
す
る
、
違
っ
た
格
好
を
描
き
込
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
帽
子
や

顔
つ
き
、
服
装
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
一
貫
性
が
な
く
、
た
ん
な
る
異
人
が
表
現
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
何
々
人
は
そ
の
性
格
に
基
づ
き
、
こ
う
し
た
言
語
を
話
し
、
こ
う
い
う
恰
好
を
す
る
と
い
う
、
理
解
の
仕
方
が
な
か
っ
た
、

成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
だ
接
触
が
浅
く
、
そ
う
し
た
理
解
を
形
成
す
る
情
報
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
そ
う
し
た
識
別
方
法
に
関
心
が
な
か
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
身

近
な
人
種
、
た
と
え
ば
モ
ン
と
か
カ
レ
ン
と
か
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
我
わ
れ
か
ら
み
て
も
、
お
の
ず
と
そ
う
認
識
で
き
る
よ
う
な
、
格

好
に
描
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
「
百
一
の
人
種
」
図
に
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
恰
好
が
描
か
れ
て
い
た
。

ま
た
一
七
世
紀
か
ら
、「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
」
や
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
や
「
ア
ル
メ
リ
ア
人
」
や
そ
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
人
」
な
ど
と
、
バ
イ

ン
ヂ
ー
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
と
し
て
庶
民
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
接
触
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
世
界
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
「
百
一

の
人
種
」
の
中
に
、
こ
れ
ら
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
一
部
の
識
者
に
す
ぎ
ず
、

こ
れ
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
﹇
伊
東 2015

：13

﹈。
そ
も
そ
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
と
い
う
区
分
・
意
識
も
、

世
界
史
的
に
み
て
近
代
以
降
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
王
国
時
代
に
は
、
イ
ン
ド
や
西
洋
か
ら
の
人
に
対
し
て
は
、
カ

ラ
ー
と
い
う
、
漠
然
と
し
た
言
葉
し
か
な
か
っ
た
こ
と
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
。

要
す
る
に
、
例
え
ば
カ
レ
ン
人
な
る
言
葉
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
類
学
的
内
容
が
記
述
さ
れ
、
相
互
関
係
の
な
か
で
典
型
的
カ
レ
ン
像
つ

ま
り
「
民
族
衣
装
」
が
創
り
上
が
ら
れ
る
の
は
、
植
民
地
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
壁
画
の
人
物
を
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
や
中
国
人
と
判
断
す
る
の
は
、
近
代
以
降
に
出
来
上
が
っ
た
民
族
概
念
が
、
前
近
代
を
判
断
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
る
こ

と
を
暴
露
し
て
い
る
。
こ
れ
は
民
族
と
い
う
概
念
は
近
代
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
生
み
出
す
胚
子
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は
、
前
近
代
に
存
在
し
た
と
い
う
考
え
方
に
も
通
じ
る
。

民
族
に
つ
い
て
の
有
名
な
定
義
で
あ
る
、

民
族
と
は
、
四
つ
の
基
本
的
な
特
徴
の
共
通
性
を
基
礎
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
言
語
の
共
通
性
、
地
域
の
共
通
性
、
経
済
生
活
の
共

通
性
、
お
よ
び
民
族
文
化
の
固
有
な
特
質
の
共
通
性
の
う
ち
に
あ
ら
わ
れ
る
心
理
状
態
の
共
通
性
、
を
基
礎
と
し
て
生
じ
た
と
こ
ろ

の
、
歴
史
的
に
構
成
さ
れ
た
、
人
々
の
堅
固
な
共
同
体
で
あ
る
﹇
ス
タ
ー
リ
ン1954

：123

﹈

は
、
い
っ
け
ん
近
代
以
降
の
事
情
を
説
明
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
語
、
経
済
生
活
、
文
化
が
共
通
で
あ
れ
ば
親
近
感
が
お0

の
ず
と

0

0

0

生
じ
る
、
人
間
と
は
そ
う
し
た
も
の
と
い
う
認
識
に
立
脚
し
て
い
る
。
近
代
で
は
、
こ
れ
が
国
家
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
拡
大
し
、
個
人

的
に
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
、
何
の
つ
な
が
り
も
な
い
者
に
対
し
て
も
、
同
胞
と
思
い
、
親
近
感
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
民
族

は
過
去
に
、
こ
れ
を
成
立
せ
し
め
る
要
因
が
社
会
の
な
か
に
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
が
近
代
に
な
っ
て
全
面
的
に
展
開
し
た
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。

こ
れ
は
一
つ
の
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
で
し
か
な
い
。
言
語
、
経
済
生
活
、
文
化
が
違
っ
て
も
、
好
意
と
か
慈
愛
と
か
い
う
観
点
か
ら
し
て
、

人
間
は
他
人
に
親
近
感
を
持
つ
。
ま
た
言
語
、
経
済
生
活
、
文
化
が
同
じ
で
も
、
憎
し
み
を
い
だ
く
こ
と
は
往
々
に
し
て
あ
る
。
だ
い
た

い
言
語
や
経
済
生
活
や
文
化
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
自
然
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
基
準
を
も
う
け
て
、
異
同
を

判
断
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
共
通
に
自
他
を
区
別
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
共
同
体
に
共
通
し
た
基
準
が
作
ら
れ
、
こ
れ

が
「
共
同
体
」
の
成
員
に
広
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

歴
史
を
考
察
す
る
さ
い
、
よ
く
何
が
連
続
し
、
な
に
が
断
絶
し
て
い
る
か
と
い
う
問
い
を
立
て
る
。
こ
れ
は
、
社
会
は
徐
々
に
変
化
し
、

歴
史
学
は
そ
の
流
れ
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
歴
史
を
実
体
的
に
と
ら
え
、
誰
が
見
て
も
そ
う
し
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た
歴
史
は
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
歴
史
学
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
そ
う
な
る
。
し
か
し
歴
史
は
、
現
在
か

ら
、
あ
る
政
治
的
要
請
の
も
と
に
過
去
を
描
き
出
す
と
い
う
、
無
か
ら
有
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
営
為
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
こ
の
歴
史

に
お
け
る
断
絶
と
連
続
と
い
う
考
え
方
は
、
歴
史
を
実
体
化
し
た
と
き
に
生
ま
れ
る
発
想
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
現
代
を
よ
く
理

解
す
る
た
め
の
歴
史
学
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
が
断
絶
し
て
い
る
と
い
う
立
場
に
た
っ
て
過
去
を
探
る
と
い
う
手
法
も
、
必
要
な

立
場
で
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注

（
1
）
ビ
ル
マ
語
で
グ
ー
と
称
さ
れ
、
外
見
は
仏
塔
（
パ
ゴ
ダ
）
で
あ
る
が
、
東
も
し
く
は
東
・
西
・
南
・
北
に
入
口
を
も
つ
房
室
に
は
釈
尊
の
像
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
愛
知
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リhttps://aichi-u.repo.nii.ac.jp

で
は
、
本
稿
で
使
用
し
た
図
版
す
べ
て
が
、
カ
ラ
ー
で
参
照
可
能
で
あ
る
。

（
3
）
鉄
砲
や
大
砲
は
、
コ
ン
バ
ウ
ン
時
代
に
な
っ
て
か
ら
、
つ
ま
り
一
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
登
場
す
る
と
い
う
﹇
大
野1976a

：275

﹈ ﹇
大
野

1976b:445-446

﹈
が
、
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

（
4
）
当
時
、
カ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
た
。

（
5
）
何
を
基
準
と
す
る
か
と
い
う
、
重
大
な
問
題
が
あ
る
。
当
時
の
人
々
の
な
か
に
、
風
俗
・
習
慣
で
人
の
内
面
ま
で
判
断
す
る
方
法
は
い
ま
だ
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
本
稿
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
自
家
撞
着
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
地
元
の
国
王
、
王
族
、
官
女
、

官
僚
の
顔
か
た
ち
や
風
俗
と
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
と
、
明
ら
か
に
異
な
る
様
相
で
描
か
れ
た
人
物
を
異
人
と
す
る
。

（
6
）
こ
れ
に
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
と
し
て
、﹇
大
野
徹1973a, 1973b, 1974, 1976a, 1976b, 1978

﹈
お
よ
び
﹇Green 2001, 2002, 2005

﹈
が
あ
る
。

（
7
）
グ
リ
ー
ン
も
、
こ
れ
に
加
え
さ
ら
に
二
基
の
窟
院
を
調
査
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
扱
っ
た
窟
院
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
﹇Green 2001:88-90

﹈。

（
8
）
こ
こ
に
並
び
た
て
ら
れ
た
史
実
の
検
証
に
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
コ
ン
バ
ウ
ン
王
朝
御
年
代
記
に
い
う
中
国
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
三
名
の
王
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女
﹇K

BZ:64-68

﹈
は
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
に
よ
れ
ば
、「
雲
南
娘
」
で
あ
っ
た
﹇H

arvey 1967:280

﹈
と
い
う
。
ま
た
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
仏
舎
利
十
体
が

も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
一
八
〇
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
﹇K

BZ:127

﹈。

（
9
）
ミ
エ
ゲ
ー
タ
ウ
ン
村
西
寺
戒
壇
及
び
シ
ュ
エ
オ
ウ
ン
ミ
ン
寺
窟
院
の
壁
画
に
つ
い
て
は
、
ウ
ー
ナ
ン
フ
ラ
イ
ン
撮
影
の
写
真
に
よ
る
。

（
10
）
こ
れ
は
、
中
国
、
神
国
、
セ
イ
ロ
ン
国
、
ナ
ガ
―
国
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
﹇M

unier 2007:234-235

﹈
が
、
定
か
で
な
い
。

（
11
）
十
七
世
紀
の
段
階
で
、仏
土
の
北
辺
に
あ
る
国
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
現
在
の
ダ
ガ
ウ
ン
地
域
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
も
い
う
﹇Jam

budipa:219

﹈。

（
12
）
ミ
ャ
・
チ
ャ
イ
ン
は
、
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
の
場
合
、
彼
が
パ
コ
ッ
ク
ー
郡
シ
ン
ミ
ー
ン
村
の
ミ
ー
ン
寺
で
発
見
し
た
と
い
う
、

一
八
二
六
年
六
月
一
八
日
に
作
成
さ
れ
た
貝
葉
本
「
イ
ン
サ
ウ
年
代
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
百
一
の
人
種
名
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
こ
れ
は

ウ
ー
・
カ
ン
タ
ー
﹇
伊
東2015:7

﹈
が
あ
げ
人
種
名
と
も
か
さ
な
る
と
い
う
﹇M

ya K
yaing 1979:30

﹈。

（
13
）
当
時
は
ま
だ
正
書
法
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
綴
り
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

（
14
）
パ
コ
ッ
ク
ー
の
郷
土
史
家
、
ナ
ン
・
フ
ラ
イ
ン
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
15
）
マ
ン
ダ
レ
ー
か
ら
メ
イ
ミ
ョ
に
通
じ
る
道
路
を
南
に
は
い
っ
た
、
シ
ャ
ン
丘
陵
の
麓
、
ミ
ン
ゲ
ェ
川
の
そ
ば
に
あ
る
。

（
16
）
同
じ
場
面
が
、
フ
ラ
ウ
ン
ウ
ー
モ
ー
経
蔵
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
船
員
は
外
国
人
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
画
は
、﹇
大
野
他 

1978:136

﹈
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）﹇
伊
東 2015:21-22

﹈
で
は
、
誤
っ
て
「
窟
院
」
と
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
位
置
も
、
同
様
に
「
入
口
の
右
側
」
と
し
て
い
た
。

（
18
）「
百
一
の
人
種
」
の
人
種
が
も
っ
と
も
よ
く
描
か
れ
て
い
る
シ
ン
・
ピ
ン
・
プ
イ
ン
・
ラ
ン
・
パ
ヤ
ー
に
も
、
そ
の
内
陣
に
こ
れ
と
似
た
場
面
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
軍
隊
は
マ
ホ
ー
タ
サ
の
側
の
み
で
、
顎
紐
付
き
の
タ
ー
バ
ン
を
被
っ
た
兵
士
の
一
団
が
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
帽
子
を
被
っ

て
い
る
人
種
は
入
口
に
描
か
れ
た
百
一
の
人
種
の
中
に
は
存
在
し
な
い
。

（
19
）
ア
ネ
イ
ン
村
を
さ
ら
に
南
下
し
、
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
川
に
か
か
る
橋
を
西
に
渡
っ
て
パ
コ
ッ
ク
ー
の
方
に
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ

る
。
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